
チェンジャーコントロール MDメインユニット  

E‖02MDT  

お買い上げいただきありがとうございます。  
正しくご任用いただくために、このF取扱説明書jをよくお読みください。  
また、お読みになった後も、必要なときにすぐご覧になれるよう  

大切に保管してください。  
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安全に正しくお使いいただくために   

この取扱説明書および製品では、製品を安全に正し 

いいただき、お客様や他の人々への危竃や財産への損害を   
未然に防止するために、以下の表示をしています。表示と   

内容をよく理解してから本文をお読みください。  

この表示を無視して∴誤った取扱をすると、人  
が死亡または重傷を負う可能性が想定される内  
容を示しています。  

この表示◆を無視して、誤った取扱をすると、人  
が廃害を負う可能性が想定される内容および物  
的損害の卑の発生が想定される内容を示してい  
ます。  

△警  

△注意  

○本機は、DC12VOアース車用です。大型トラックや寒   
冷地仕様のディーゼル車などの24V宰での使用はしない。   
火炎の原因となります。  

○運転者は走行中に音量調節等の操作をしない。   
前方不注意となり事故の原因となりますので、必ず安全な場   
所に車を停車させてから行ってください。  

○ディスク挿入ロに異物を入れない。   
火炎や感電の原因となります。  

○本磯を分解したり、改造し率い。   
事故、火炎、感電の原因となります。  

◎機器内部に水や異物を入れない。   
発煙、発火、感電の原因となります。  

◎音が出ないなどの故障状態で使用しない。   
事故、火炎、感電の原因となります。  

○ヒューズを交換するときは、必ず規定容量（アンペア   
数）のヒューズを使用する。   
規定容量を越えるヒュ【ズを使用すると、火炎の原因となります。  
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◎万一、異物が入った、水がかかった、煙が出る、変な   
匂いがするなどの異常が起きた場合は、直ちに使用を   
中止し、必ずお買い上げの販売店に相談する。   
そのまま使用すると事故、火炎、感電の原因となります。  

◎運転者は走行中に、MD等の交換をしない。   
前方不注意となり事故などの原因となりますので、必ず安全   
な場所に車を停車させてから行ってください。  

○ビニール袋をかぶらない。   

大きな事故や窒息死の原因となります。  

○本機の取り付け場所変更時は安全のため必ずお買い上   
げの販売店へ依頼してください。  
一 取り外し、取り付けには専門技術が必要です。  

○運転中の音量は、車外の音が聞こえる程度で使用して   
ください。   
車外の書が聞こえない状態で運転すると、事故の原因となる   
ことがあります。  

○ディスク挿入口に手や指を入れないでください。   
けがの原因となることがあります。  

○アンプ放熱部に手を触れないでください。   
放熱部の熱でやけどをする場合があります。  

●本機を車載用として以外は傭用しないでください。   
感電やけがの原因となることがあります。  

●電源ON時は、ボリュームの位置に注意してください。   
電源ON時に突然大きな吾が出て、聴力障害などの原因となる   
ことがあります。  

○音声が割れる、歪むなどの異常状態で傍用しないでく   
ださい。   
火炎の原因となることがあります。  
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◎長時間歪んだ状態で使用しないでください。   
スピーカが発熱しこ火輿の原因となることがあります。  

◎本棟は不可視レーザー光を使用しています。本機の分   
解、改造はしないでください。万一、不具合が生じた   
場合には、必ずお買い上げの販売店にご相談ください。   

本磯の改造は、危険なレーザ→放射の被爆（視力低下の原因）   
一をもたらせたり、事故・火炎・感電の原因となることがあり   
ます。  

◎万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損し   
た場合は、機器本体の電源スイッチを切り、販売店に   
ご連絡ください。   

そのまま使用すると火炎・感電の原因となります。  
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使用上のご注意  

㊥傍用上のご注意  

△警告   

走行中のオーディオ操作は、運転に支障がない   
ように安全には十分注意して行ってください。  

MDプレーヤについて  

ミニディスウ挿入口ヘは絶対に異物を入れないで  

ください。  

悪路を連続走行した場合、告がとぎれたりするこ  

とがありますが、故障ではありません。  

寒いときや雨降りのときは、車内のガラスが薫る  

ように、デ、ソ寺内矧こも琵（水滴）ガ生じること  

があります。  

この場合は、書がとんだり、再生が停止したりす  

るのや、しばらくの臥換気または除適してから  

ご使用ください。  

本棟内観ま、精密な構造になっているので、分解、  

改造はしないでください。万一不具合が生じた場  

合には、お買い求めの販売店にご相談ください。   

夏期は車内温度が高くなるので∴車内の温度を下  

げてからお使いください。   

湿気に注意してください。本機に液体が入ったり  

かかったりすると思わぬ故障や破損の原因となり  

ます。本機周辺にセットしてあるドリンクホルダ  

ー内の飲み物などには特にご注意ください。  

本磯は、老いた柔らかい布で拭いてください。汚  

れがひどい場合は、アルコ【ルにひたした布をご  

使用ください。  
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使用上のご注意  
＝……t▲■●＝▲○………－………………●○▼……■＝＝▲●＝●◆▲●◆＝◆■  

ミニディスク（MD）について  

◎注意◎  

ミニディスクは直射日光や湿気の多いところを避けて保管し  

てください。ミニディスクが反り、使用できなくなる恐れが  

あります。  

∴  
・  

ラベルがはがわかけていたり、  
ネームテ▼プが鮎ってあるミニデ  
ィスクは使用しないでください。  

・ミニディスクは、ケースに入れて   
保管してください。  

ミニディスウのシャッターは、手  
で開けないでくださいら  
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使用上のご注意  

清掃について  

本磯は、乾いた柔らかい布で拭いてください。汚れがひどい  

場合は、アルコールにひたした布をご使用ください。   

◎注意◎  

ベンジンやシンナーなどを使用すると、ケースや塗装が変  

質するので使用しないでください。  

ミニディスクのカートリ、リソ幾  

表面についたホコリやゴミなど  

は乾いた布で拭き取ってくださ  

い。   



各部の名称  
●■●●■t…＝●●…＝■●●○…●○▼▼▲●■●t●●●■●雷●●■▼■t▲■●l■●●●●●●●◆●●●◆●◆●●■ ●■●●  

＠各部の名鱒  

本棟のおもなボタンを紹介します。  
詳細は、各操作の説明を参照してください。（MD部の操作  

1？ページ、チューナ部の操作21．ページ）  

本機正面  
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基本操作  

CD・MDボタン  MD挿入口  PWRボタン  

㊥基本原作  
本機をご利用いただくための基本的な操作について説明し  

ます。詳しくは、機能別の説明を参照してください。  

国電源を入れる／切る  

パワー  
．【P刑R〕ボタンを押す   

ボタンを押すと、電源が入ったり切れたりします。  

囚MDを聞く  

1．挿入口にMDを挿入する  
挿入と同時に演奏を開始します。  

すでにMDが装てんされているときは、［CD・MD】ボ  

タンを押すと演奏を開始します。  
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基本操作  

MUTEボタン   番号ボタン1～6 FUNCボタン  

◎注意◎  

MDの矢印の向きを確認し、ラベル面を上にして挿入して  

ください。  

0
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圏ラジオを聞く  

1．［FM．AM】ボタンを押す  
チューナの操作に切り換わります。   

2．［FM，AM］ボタンを押して、FM／AMを切り換え  
る  

ボタンを押すごとにFMl－・FM2→AMl→AM2の順に  

切り換わります。   

3．［＞＜］ボタンを押して、放送局を選択する  
［＞ ＜〕ボタンを短めに（1秒未満）押すと手動で、長  

めに（1秒以上）押すと自動的に放送局を探します。  

＜…周波数の高いほうへ選局  

＞…周波数の低いほうへ選局  
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基本操作  

放送局を記憶させてある場合は番号ボタン【1】～〔6〕の  

．いずれかを押して、放送局を直積選択できます。（「手  

動で放送局を記憶させる」22ページ参照）  

軍書量を調節する  

1・［オーディオコントロ㌻ル湘ンを左右に回す  

左に回す…音量が小さくなる  

右に回す…音量が大きくなる   

や⇒亭1シ転、  
ミュ【ト  

瞬時に苦量を小さくしたいときは、【MUTE】ボタンを  

押します。  

音量を大きくするには、もう一度〔MUTE】ボタンを押  

すか、〔オーディオコント⊂ト】ル〕ボタンを右方向に回  

します。  

△警告   

自動車の運転中に音量調節等の操作をしないで  

ください。このような操作は、必ず安全な場所   

に車を停止させてから行ってください。  
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基本操作  
暮■▼…●○●■●●●●●◆◆■◆●t」l】●■◆■○事●●■●■■■■▼■●o dlo▲t●¶■●■●○●■◆◆●◆■■暮■■t◆●○●●●●t  

FUNCボタン  

DISPボタン  番号ボタン1～6  
●●●●●▼●▲◆■t●■●＝＝…●◆t■◆■■■■■■●●○●●■■▼●◆●■ヽ●●●◆●1事■●●●●t●■●●●●●＝＝●●  

臨その他  

本棟は、他に次のような機能があります。  

▼ガイドトーン（操作書）解除  

お買い求めになったときは、本機を操作すると「ピ．ッ」  

というガイドト【ンがなるように設定されています。次  
の手順でガイドトーンが解除できます。  
1．tFUNC】ボタンを押す  

2．rBEEPOFF」と表示されるまで番号ボタン【6】を押す  

3．再度【FUNC】ボタンを押す  

ファンクションモ【ドを解除します。  

やンホインゞ  

再びガイドトーンがなるように設定するときは、同様  
の操作を行い「BE［PON」と表示させます。  

▼表示部のコントラストを調整する  

表示部を見る角度に合わせて、表示部のコントラストを  
見易く調整することができます。  
1．【FUNC】ボタンを押す  

2．番号ボタン【1】または【2】を押して調整する  

番号ボタン〔1〕：下方向に調整  

番号ボタン〔2〕：上方向に調整   

掴   



基本操作  

3．再度【FUNC】ボタンを押す  

ファンクションモードを解除します。  

▼各モードの表示を切り換える  

次のように各モードの表示を切り換えることができます。  
1．置鞘ボタンを押す  
ボタンを押すごとに次のように表示が切り換わります。  

MDプレーヤ時  トラック池／経過時間→タイトル→時計   

CDチェンジヤ【時  トラツウ随／経過時間→時計   チューナー時  周波数→時計  

▼時刻の設定   

本機は、12時間表示になっています。真夜中はAM12：00、   

正午はPM12：00と表示されます。  

1．お節iボタンを押して、時計表示に切り換える   
2．卸弼ボタンを押しながら番号ボタン【1卜番号ボタ  
ンⅠ4】を押す  

時間を調節します。  
番号ボタン【1〕…数字が減る  

番号ボタン［2］・・・数字が増える  

分を調節します。  

番号ボタン〔3〕…数字が減る  

番号ボタン〔4】…数字が増える  

ディスプレイ  
00分00砂（正晴）に時計を合わせたいときは、〔DISP〕ボ  

タンを押しながら番号ボタン【5〕を押します。  

正暗合わせは、30分単位で切り換わります。  

例）  

PM3：29→興狙ボタン十番号ボタン［5〕→PM3‥00  
PM3：30→〔DISP］ボタン十番号ボタン［5トーPM4：00  

Jさ〕   



基本操作   

オーディオコント0－ルポタン ー  

▼オーディオコントロールモードの切り換え  
各モードの微調整が行えます。  

1．【オーディオコントロール】ボタンを短めに押す  
ボタンを押すごとに∴次の順に切り換わります。  
1．VOLUM∈（音量）  

2．BASS（低音〉  

3．TR巨BLE（高音）  

4．FADER（前後のスピーカのバランス）  
5．BAしANCE（左右のスピーカのバランス）  

2．【オーディオコントロール】ボタンを左右に回して調整する  
石…強調する  

左…弱める  

彗つ永ニ：由一  

・BASS、TREBLEは各ソース（AM、FM、CD．、MD）  
ごとの調整となります。  

√ ノ  
▼ラウドネスの設定   
ラウドネスを設定すると、一定のレベルで低音を強調しま   
す。小さな音量で騒くときにラウドネスをONにすると低、   

高音の不足感が補正されます。  
1．「LOUDON」－と表示され早までけ－デイオコントロ  
ール】ボタンを長めに押す   

や土示斗二二転  

ラウドネスを解除するときは、同様の操作を行い「し0UD  

OFF」と表示させます。  
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MD部の操作  
＝■◆■●●■◆●▲▲▼◆●▲■◆l∴●◆t■■●●●○●●■ヽ■●◆■●■○●●t●◆●■●ll◆■l■◆■暮▲●■■●■＝＝●▼▼●●  

CD・MDボタン  皇（イジェクト）ボタン  

＝…＝●●●■●●●◆■■◆■●●－■●●■●一…■，●■▲－▲一◆－●一■○…●一…＝－■●■◆◆■…●●●●■●●  

㊥朋p邸の原作  
ここでの操作は、すでにMDが装てんされていることを前  

掛こ説明します。【CD・MD】ボタンを押してディスクモー  

ドに切り換えてから行って＜ださい。  

本磯は、MDLP（LP2モード／LP4モMド）に対応してい  
ます。ただし、グループ管理機能には対応していません。 

匠MDを聞く  

1．［CD．MD〕ボタンを押す  
ディスクモードに切り換わり、演奏が始まります。  

CDチェンジャーを接続しているときは、ボタンを押  

すごとにMDプレーヤ→CDオ■－トチェンジャーの順に  

切り換わります。  

このとき、ディスクが装てんされていない機器を飛ば  
して表示が切り換わります。   

ディスクがセットされているときは、〔皇（イジェク   

ト）】ボタンが赤く点灯します。  

◎注意◎  

MDに傷があると、演奏中に苦が途切れることがあります。  
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番号ボタン1  

匠ディスクを取り出す  

1．【皇（イジェクト）】ボタンを押す  

墓てんされているディスクが排出されます。  

囚タイトル名／曲名を表示する  

ディスクにタイトル名や曲名などが記録されているとき  

は、それらをスクロール表示することができます。表示可  

能な文字数は、英数字、カタカナ合わせて32文字です。表  

示矧こは、最大10文字まで表示され、以降の文字はスク0一  

ルして表示されます。  

1．  
ディスプレイ  
［DISP］ボタンを押して、タイトル名または曲  

・名が表示されるまで切り換える   
ボタンを押すごとにトラック帖・竃適時同→タイトル   
→時計の順に切り換わります。  

2．番号ボタン川を押す   
ボタンを押すと、ディスウタイトル→トラツウタイト   
ルの順に切り換わりトラックタイトルで固定されます   

再度、ボタンを押すとディスクタイトルから表示され  
ます。  

○注意○  

ディスクにタイトルが記録されていないときや本磯の  

表示矧こディスクのタイトルまたは曲名が表示されて  

いないときは、この機能はご使用になれません。   
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MD部の操作  

番号ボタン4   ＞＜ボタン  

¢ナ、＼◎  

・入力した機器によって、タイトルが正常に表示されな  

いことがあります。  

臨次の曲に進む／曲の頭に戻る  

次の由や演奏中の曲の頭へ移動します。  

1．【＞＜］ボタンを押す  
＜…次の曲に進む  

＞…演奏中の曲の頭に戻る   

㌍中村  

ボタンを押しつづけると、演奏中の曲を早送り（＜方  

向）または早戻し（＞方向〉します。  

スキャン  
牌曲の始めの部分を演奏する（SCAN）  

1．番号ボタン【4〕を押す  
演奏しているMD全曲の始めの部分を10秒間ずつ演奏  

します。  
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MD部の操作  

∫   

－   

一（  

番号ボタン5 番号ボタン6   

リピート   
固練り返し演奏する（REPEAT）  

1．番号離ン［5〕を押す  
演奏中の曲を繰り返し演奏します。  

ランダム   
悶曲の順番を変えて演奏する（RANDOM）  

1．番号ボタン〔6〕を押す  
演奏中のディスク内の曲を傾不同に演奏します。  

や麺1シぉン  

・まれに同じ曲が続けて演奏（選択）されることがあり  

ますが、故障ではありません。  

・「曲の始めの細分を演奏する」、「繰り返し演奏する」、  

「曲の頗番を変えて演奏する」を選択すると表示部に  

「SCAN」、「REPEAT」、「RANDOM」などの文字が表  

示され、使用中の機能を確認することができます。  
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チューナ恕の操作  

ASMボタン  

FM・AMボタン  
●●●▼◆t●●●◆＝＝…●■…＝◆t●◆●●●●●■●■●■▼■■●●◆◆◆●■■■■■ヽ●●●…●▼●■●●◆■●◆■  

㊥チューナ邸の原作  

ここでの操作は、［FM・AM〕ボタンを押して、チューナの  

操作に切り換えてから行ってください。  
放送局を記憶させるには、自動と手動の2通りの方法があ  

ります。  
本磯は、AMl、AM2が名6局、FMl、FM2が各6局の合計  
24局を記憶できます。  

陛自動的に放送局を記憶させる  

1．rASMON」と表示されるまで［ASM〕ボタンを  
長めに押す  
周東数の高い方へ自動的に選局を始めます。  

受信電波の強い局が周波数の低い方から高い方へ順に  
記憶されます。  

「ASM巨ND」と表示されると完了です。操作完了後  

は、最後に記憶された放送局を受信します。  

ASMとは、オートステーションメモリーの略です。  

ご希望の放送局が記憶されなかったときは手動で放  

送局を選択することもできます。（「手動で放送局を  

記憶させる」22ページ参鰐）  
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チューナ部の操作  

番号ボタン  ＞＜ボタン  

圏手動で放送局を記憶させる  

ASMでご希望の放送局がメモリできなかった場合など、手  

動で放送局を選局する方法を説明します。  

1．〔＞＜〕ボタンで記憶する周波数に合わせる  
2，rPl～6M∈M。RY」と表示されるまで任意の  
番号ボタンを押す  

選択した放送局が番号ボタンに記憶されます。このボ  

タンをプリセットボタンと呼びます。   

番号ボタンを押すと、プリセットした放送局を呼び出   

すことができます。  

○、、さ－∴○  

車両の整備、本機の取り外しなどによってバ、ソテリーとの  

接続が断たれたときおよぴリセットボタンを操作したとき  

は、ここでの記憶は消去されます。この場合は、改めて放  

送局を記憶させてください。  
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チューナ部の操作  
●▲＝…■＝＝◆＝◆……………………………●t‥一…‥◆…＝◆■■▲▼  

ASMボタン  

●●●■●●＝＝＝＝＝‥‥‥一－…●■………‥－………‥一曽‥‥＝＝＝＝＝＝＝＝  

邸記憶させた放送局を確認する  

1．［ASM〕ボタンを短めに押す．  
「PSCAN」と表示され、記憶された放送局を5秒間ず  

つ受信します。  

再度〔ASM〕ボタンを押すと解除されます。  
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チューナ部の操作  

因FM放送について  

FM放送は、普通のラジオ放送（AM〉に比べて、よい壱貫で  

聞くことができるうえ、ステレオ受信もできます。しかし、  
FM電波の性質上、移動する車で受信するには以下の点を  

ご了承ください。   

1．F帽這の直進性  
FM電波は、AM電波に比べて周波数が高いため、光に  

似た性質をもっています。そのため建物や山に電波が  

さえぎられて、受信できない場合もでてきます。した  

がってFM電波の受信感電は、AM電波に比べてかなり  

狭くなります。  

2．フ工＿ドアウト   
FM放送のように高い周波数の電波は、「物」に反射さ   

れやすいという性質をもっています。そのため建物や   
ポール等の障害物の陰を車が通過すると、アンテナに   
十分な電波が人らなくなり、菖が途切れて「シヤ、ソ、   

シャツ」というような雑音が生じる「フェードアウト」   
（消失）現象が起こることがあります。  
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チューナ部の操作  
……＝＝……………‥◆◆…………‥▲■‥‥‥t…＝＝＝ヽ＝●●●＝  

3】FM放送のサービスエリア  

家庭用ステレオでFM放送を受信する場合は、アンテ  

ナを高くしたり、高感度アンテナを使用できるため、  

電波が弱＜ても十分に窟くことガできます。  

しかし自動車ラジオの場合は、走りながら受信し、ア  

ンテナ形状や取り付け位置の制限、車のエンジン媒苦  

の影響などもあって家庭用に比べて良境地矧ま狭くな  

ります。  
電波を十分にキヤ、シテするために、アンテナは全段の  

ばしてお使いください。  

（慧讐警富野毘語義讐雪雲字芙諾望宗男急詣賢 ）  
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チューナ部の操作  
●■●▲●○■暮■■▲■●●◆●，一－－●1－一■■－◆◆t■○●‥▲－■－…‥一●l－●l■●－1▼■l●▼t＝t■■●●…＝l■■  

マルチパス  

放送局の送信アンテナからの直接波と、建物や山にぶ  

つかって反射した反射波を同時に受信すると、高書城  

で「ジュル、▼ジュル」という雑書がでたり、女声のア  

ナウンスがハスキーになったりします。これを「マル  

チパス」（多重伝摘）ひずみといいます。  

このような現象は、2の「フェードアウト」と同様に  

FM放送のように高い周波数の電波特有の伝わりかた  

に起因しています。この現象が起こったときは、車を  

移動させてください。  
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（別売）CDオートチェンジャーを接続したときの操作  
…＝■▼…………●○………‥一‥◆…………‥＝…＝…●◆……●書  

CD・MDボタン  

＞＜ボタン  
＝＝＝＝………●、……………‥t……‥▲……‥▼＝＝＝●＝＝＝＝  

㊥「劇考JCβオートチェンジャーを   

厚顔し尤ときの原作  

蘭基本操作  

CDオートチェンジャーを妻妾続したときの操作手頂を説明し  

ます。  
チューナから切り換えるときは〔CD・MD〕ボタンを押して  

ください。  

▼MD／CDを切り換える  

1．【cD・MD］ボタンを押す  

ボタンを押すごとに、MDプレーヤ→CDオートチェン  

ジャーの順に切り換わります。  
このとき、ディスウが装てんされていない機器を飛ば  
して表示が切り換わります。  

▼次の曲に進む／曲の頭に戻尋  

1．【∨ ∧】ボタンを押す  

＜…次の曲に進む  

＞…演奏中の曲の頭に戻る  

2ア   



（別売）CDオートチェンジャーを接続したときの操作  

番号ボタン4～6  

軍づシさ寸土恵  

ボタンを押しつづけると、演奏中の曲を早送り（＜方  

向）または早戻し（＞方向）します。  

▼曲の始めの部分を演奏する（昌占Å扁）  

1．番号ボタン【4】を押す  

演奏しているCD全曲の始めの部分を10秒間ずつ演奏  

します。  

「ALL SCAN」と表示されるまで押すと、装てんして  

いる全CDの1曲日を10秒間ずつ演奏します。  
リピート  

▼繰り返し演奏する（REPEAT）  

1．番号ボタン【5掩押す  

演奏中の曲を繰り返し再生します。  

「ALLREPEAT」と表示されるまで押すと、演奏中の  

CD内の全曲を繰り返し再生します。  

ランダム    ▼曲の順番を変えて演奏する（RANDOM）  

1．番号ボタン【6】を押す  

演奏中のCD内の曲を順不同に演奏します。  

「AしL RANDOM」と表示されるまで押すと、装てん  

している全CD内の曲を順不同に演奏します。  

2β   



（別売）CDオ・一トチェンジヤ【を墟続したときの操作  
■▲■●●●t O■○■▲◆…■■00●●●○■○一●ヽ●一●●●－■一■▼■○■■一●－◆■，▼，I▲▲○■●●●■●■●■●■■●■●◆■●  

ASMボタン  

DISCボタン   番号ボタン1～6  
＝＝◆●l▲○●■◆■●●●○●■t●◆▼◆●◆◆－－●○一■，●◆◆◆…●▲●○，■●◆●▲■＝＝●■●■l●■■●●＝●●●  

ナニミつン叩恵、  

・まれに同じ曲が続けて演奏（選択）されることがあり 
ますが、故障ではありません。  
・「曲の始めの部分を演奏する」、「繰り返し演奏する」、  
「曲の順番を変えて演奏する」を選択すると表示部に  
「SCAN」、「REPEAT」、「Aしし」などの文字が表示され、  
使用中の機能を確認することができます○  

▼次のCDに進む／前のCDに戻る  

1．【引責渾タンを押す  

＜・‥CD番号が上のディスクヘ移る  

＞…CD番号が下のディスクヘ移る  

▼演奏するCDを指定する  

装てんしているCDのうち、お問きになりたいディスウを  

タイレクトに指定できます。  
1．【ASM】ボタンを押す  

2．番号ボタン【1卜倒のいずれかを押す  

2  3  4  5  6  番号ボタン  1  

CD番号  1 2  3  4  5  6  

？  8  9 10  ＝ 12  
CD番号ワ～12を指定するときは、番号ボタンを長め  

に押して＜ださい。  
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困ったときは  

㊥囲っゑとぎば  
お問い合わせになる前に、次の項日をご破認ください。  

◎、、i、こミニ●  

ボタンを押しても正常に動作しない、ディスプレイが謀表  

示するなとの異常が発生したとき臥先端の尖ったもので  

リセットボタンを押して＜ださい。  

リセットボタン  

リセットボタンを押すと記憶させた内容は消去され、すべ  

ての設定が工場出荷時の値に戻ります。  

固インフォメーションが点滅する  

Ⅲ亜O No．」が表示されたときは、下表を参考に対処して  
ください。  

また、症状が改善されない場合は、機器の故障が考えられ  

ます。お買い求めの販売店にご相談ください。  

No． インフォメーション  対処  

2 マガジンにディスクが入っ ブイスクを入れてくだ  

ていない  さい。  

3 ディスウの信号面に紙や  ディスククリーナ等で  

シ【ルが鮎ってあったり、 中心から外側方向へ軽  

キスやホコリがある  ＜拭き取ってください。  

4＊ 集録書のディスクが入っ  録音済みのディスクを  

ている  入れてださし†。  

3（プ   



因ったときは  
●●●■■■▲ll…＝●●●◆●l■■◆－■一■●－…●b●■…‥■…‥，●一－▲■■●●■●■●●●◆＝●●●●■■■  

No． インフォメーション  

・イジェクトボタンを  

押して一度ディスクま  
たはマガジンを出し、  

再度ディスクまたはマ  

ガジンを挿入して再生  

してください。  

・イジェクトしてもデ  

ィスクまたはマガジン  

が出ないときや再生で  

きない場合は、お買い  

求めの販売店にご相談  

ください。  

5 メカトラブル  

しばらく待ち、温度が  

下がってから再生をは  

じめてください。  

それでも機能が停止し  

ているときは、お買い  
求めの販売店にご相談  

ください。  

6 内部が高温になった  

7 内部電源が異常になっている ACCを【虔OFFにし、  
再度ONにしてから操  

作してください。それ  

でも機能が停止してい  

るときは、お買い求め  

の簸売店にご相談くだ  

さい。  

8＊ ディスクの奏換トラブルが  ディスクを再度挿入す   

発生している  るか、取り出してくだ  

さい。  

＊この内容は、MDのみ適用されます。  
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因ったときは  
■＝■▼●＝＝●‥‥●●‥‥t……………‥－‥1…………●＝●＝t…●t▲＝＝●  

症状   原   田   処   置   参照  ページ   
共通  音が出ない。告が  
小さい。  

ミュ【ト（MUTE）が働い  ミュート（MUTE）を解除  13  
ていませんか。   してください。  

フ工ダーやバランスが片寄  フ工ダー、バランスを適正   
16    った設定になっていません  
か。   
その樽、音声信号配線の綾  ご購入の販売店にて点検を  
摘みや断線、スピーカーの  
故障やコネクタ抜けなどが  
考えられますも  

電源が入らない。   
取付け、電力不足になって  
いませんか。   

その他、お車のバッテリー  ご購入の販売店にて点検を  
の消耗、ヒューズ切れ／電  

涼、通信配線の断線や越境  
みなどが考えられます。   

記憶した周波数や  お車の定期点塵などで／くッ  もう一度メモリし直してく  21  

タイトルが消えて  テリーを外されたことはあ  ださい。   
22  

しまう。   りませんか。  

一度にたくさんの電装品を  ご購入の販売店にて点機を  
取付け、電力不足になって  
いませんか。   

その他、お幸の／くッテリー  ご購入の坂売店にて点検を  
の消耗、ヒューズ切れ／電  

涼、遺伝記録の断線や樵滴  
みなどが考えられます。   

ガイドトーンが出  ガイドトーンの設定がOFF  ガイドトーンを設定し直し   
ない   になっていませんか。   てください。   14  
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困ったときは  
▲▼＝＝▼■▲－■▼一…■一●●○●●■00■○一●－－●一●●◆■■－■●■▲■■■＝＝●■■■◆●■▲■■●■与●∂…■○  

症状   原   田   処   置   参由  ペ【ジ   
MD  ディスクが入らな  ディスクカートリッジの向  正しい向きにセットし直し  

い。  引こ誤りはありませんか。  てください。  

ディスクを入れて        ディスクカートリッジのラ  ディスクのラベルを整えて   
もすぐ出てくる。  ペルがlまがれかかっていま  8  

せんか。   

ディスクカートリッジに変  他のディスクに入れ換えて  
形や破損箇所はありません  みてください。変形や破損  

か。   したディスクほ、使用しな  
いでください。  

無録蕃のディスクを任用し  録音済みのディスクを使用  
ていませんか。   してください。  

ディスクが排出で  ディスクカートリッジに変  他のディスクに入れ換えて  
きない。   形や破損笥所はありません  みてください。変形や破損  
ディスクチェンジ  か。   したディスクは、使用しな  

ができない。  いでください。  

ディスクカートリッジのラ  ディスクのラベルを整えて   
ベルカーはがれかかっていま  8  

せんか。   

吾が飛ぷ   ディスクにキズや汚れはあ  他のディスクに入れ換えて  
吾が途切れる。  りませんか。   みてください。キズのある  

音質が悪い。  ディスクは、ご使用になら  

ないでください。  

取り付け角度ほ適正ですか。  ご購入の販売店にて点桟を  
取り付けにガタはありませ  
んか。   

悪路を走行されていません  悪路を走行中の任用は、で  7  
か。   者る限り避けてください。  

その他、添書に使用された  と購入の販売店にて点検を  
機器の調子が悪い、鼻音ソ  

－ス（CD、テープなど）の  
音質やトラブルなどが考え  
られます。   
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因ったときは  

症状   原   因   処   置   参照  ページ   
ラジオ  放送を受信できな  アンテナが収納状態ではあ  アンテナを伸ばしてくださ  
い。隷書が入る。  りませんか。   い。  

アンテナコードほ抜けてい  
ませんか。  

周波数は正し〈セットされ  周波数を正しくセットし直  21  
ていますか。   してください。   22  

放送サービスエリアを外れ  移動先の地域の放送局波致   
ていませんか。   21  

22  
もありますので、ご注意く  
ださい。）  

コンピュータを搭載した壬莞  重莞器の使用を停止すれば解  
器や携帯電話などを使用し  消されます。常に発生する  
ていませんか。   場合は、ご購入の貝玩売店に  

て点検を行なってください。  

その他、アンテナの劣化や  ご購入の販売店にて点頗を  
アンテナ配線の断線などが  
考えられます。   
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仕様について  
＝●▲●■雷●▲▲■＝■○●■■ヽ－●○一■■－…‥◆▲……◆－■一一一■⇒■－■●■◆一▲●d＝●○■■●○■●●●●◆●  

㊥仕様についで  

本棟の仕様は、次のようになっています。  

MD部  

周波数特性  
ダイナミックレンジ  

S／N比  

高調波歪み率  

ワウ・フラッタ  

チューナ部  

受信周波数  

実用感度  

周波数特性  
ステレオセバレーション  

20Hz～20k＝z  

90dB  

90dB（lHトAネットワーク）  

0．02％（OdB，1kHz）  

測定限界以下  

AM522〈ノ1629kHz  

FMワ6．0～90．OMHz  

AM22しlV（S／N20dB時）  

FM12dBf（新IHF）  

30日z～15kHz（FM）  

38dB  
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仕様について  

共通部  

トーンコントロー）L／・BASS lOOHz±10dB  

・TREBしE lOkHz±10dB  

ラウドネス  ・100日z十9dB  

・10kHz十5dB  

最大出力  35榊×4  

適合負荷インピ【タンス  

4（〕（各チャンネル）  

uNEOUT出力レペ）L／  

・ 300mV／－20dB  

電源電圧  DC13．2V（＝～16V）、○アース専用  

消費電流  1VVx4出力時約3A、最大約12A  

寸法  け8汀m（騒）×50rnm（高さ）×15？m頑奥行）  

重量  本体約1．2K9  

○注意◎  

部品定数および回路は、性能向上のため予告なく変更す  

ることがあります。  

本磯は、ドルピーラポラトリーズライセンシンクコー  

ポレーションの米国および外国特許に基づく許諾製品  

です。  

本機は、CDオートチェンジヤ【と組み合わせることがで  

きます。詳しくは、販売店にお問い合わせください。  
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